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(No.729)第150話 肩身が狭い 

－肩身の狭い思いを覚悟でタバコを吸いますか... 

  ある企業が全国から１０００人の喫煙者を抽出して実施した喫煙者の意識

調査によると、左図のとおり約９割の喫煙者は「肩身が狭い」と感じていま

す。その理由は「周囲の健康への影響」や「他人に与えてしまうニオイ」、

「喫煙できる場所が少ない」などだったそうです。この結果をみると、ほと

んどの喫煙者が引け目や窮屈さを感じながらタバコを吸っているようです。  

  一方、国立がんセンターが実施した「家族のたばこについて国民意識調

査」によると、左図のように、子どもに「絶対、たばこを吸わせたくな

い」、「できれば吸わせたくない」と思っている親が合わせて８０％以上を

占めています。そして、下図を見て下さい。これから結婚する場合、相手の

喫煙について、「絶対、吸ない人が良い」「できれば、吸わない人が良い」

と思っている人が合わせて約７０％を占めています。  

  いかがでしょうか。自分の子供には「タバコを吸わせたくない」、結婚す

るなら「タバコを吸わない人が良い」とする人が大多数です。そんな風潮を

知ってか知らずか、すでに「肩身が狭い」と感じながらタバコを吸い続ける

喫煙者には、ますますタバコを吸いにくい世の中になって行くことでしょ

う。  

(No.730)第16話 肺の大敵 

－タバコの有害な煙は肺の隅々まで届いてしまう... 

  タバコの煙の粒子はかなり小さい微小粒子だという事はすでに紹介しまし

たね。その直径は下図のように髪の毛の１/１０００しかない０．１～０．

５μｍです。このような粒子径が２．５μｍ以下の粒子はＰＭ２．５と呼ば

れ人体の健康に悪影響を与えるとされています。 

  そんな粒子を吸い込んでしまうと、左図のように直径が１０μｍ以上の粒

子は上部気道で止まってしまいますが、タバコの煙はＰＭ２．５以下なので

呼吸器の奥深くまで届きます。そして様々な有害物質を含んだタバコの粒子

が肺の奥に沈着するのです。自分の肺がそんな状況になるなんて想像するだ

けで恐ろしくなりませんか。 

  肺に沈着したタバコの粒子は、肺機能に負担をかけない訳がありません。

肺がんをはじめ様々な肺の病気の原因となります。じつは、肺がんはがん全

体の中でも最も死亡率が高いのですが、左図のとおりいくつかの種類があり

ます。タバコは肺の中まで入り込み悪影響を与える事がわかります。 

(No.731)第17話 健康を優先しましょうよ 

－自分の健康が気になり」禁煙しようと思う... 

  下図の円グラフは、ある企業がWEBで行った２０代～６０代男女５００人

へ「たばこを吸い始めたきっかけ」を聞いたアンケートの結果です。その理

由は「かっこいい」「気になった」「なんとなく」「勧められて」という項

目に分散しています。一方、別の企業が行った禁煙した人と禁煙しようとし

ている人たち１４７１人に禁煙のきっかけを調査した結果によると「自分の

健康のため」が過半数でした。 
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